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第4回までの行革審でのご意見を踏まえて



登呂博物館

全国に３ケ所しかない弥生時代の特別史跡であり、重要文化財を保有している

来場者がゆっくりと時間を過ごせる場所の設置

弥生時代の生活の様子や雰囲気をゆっくりと楽し
むことができるよう、キッチンカー等の簡易施設や
屋上のスペースを活用し、
飲食ができる方策を検討。

（取組例）
麻機緑地で実施中の「グラン
ピック」や軽トラ市等。

弥生時代の生活を体験・体感することができる

登呂遺跡と調和した飲食機能の設置

弥生時代を想像しながら学べる体験の提供

植樹による景観形成

弥生時代を感じることができる非日常的な空
間づくりに向け、植樹により周囲の高層建築物
と空間を隔離する。また、水田については、当
時の水田風景を再現したいと考えている。

展示内容の充実・インバウンド対策

登呂博物館の基本構想にあった「東アジアの
中の登呂」という視点をふまえ、東アジアにあ
る弥生時代に関連する重要文化財や国宝を取り
扱い、集客力の向上へ繋げたい。また、HPの多
言語化（4か国語）を検討中。

魅力的な空間の創出

体験の質（再現性）の向上

現在も、火おこし体験など実施しているが、より
再現性を高めることで、登呂遺跡ならではの体験を
提供できるようにする。

（取組例）
弥生時代の道具による火おこし
等多彩な体験を実施する。
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芹沢銈介美術館

人間国宝である芹沢銈介やその収蔵品の価値は非常に高い一方で、その価値が十分

に認知されていないため、市民等に再認識してもらうよう知名度向上に取り組む。

建物そのものの活用

他の企画との連携を考慮し、実施日を限定し
て夜間に特別開館を行う。

知名度向上に向けた取組

学術的観点からの発信

作品保護の観点から商業的利用を積極的に推進
することは難しいが、芹沢銈介の作品をより多
くの人の目に触れさせることで、知名度を高め
たい。

（取組例）
他の美術館等と連携した作品等の展示
市内の生涯学習施設等での移動式展示

飲食・物販の継続実施

作品保護の観点から現在の呈茶が限界である。
また、物販も今年度から新たな業者となり、
改善されたため、このまま継続していきたい。

ボランティアの育成

市内の大学・専門学校や高校生等と連携した
ボランティアの育成し、若い世代に対する芹
沢銈介氏の知名度を高めたい。

若年層に向けた発信

若年層向けに芹沢銈介氏を
紹介する冊子を作成し、
学校を通じ配布する。
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（登呂博物館館HPより抜粋）

登呂博物館の多言語対応の状況：音声ガイド
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芹沢銈介美術館のホームページ及びオンラインショップの状況

（芹沢銈介美術館HPより抜粋）

英語版パンフレットがダウンロード可能（PDF)
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登呂博物館と芹沢銈介美術館の連携方策

150円割引

90円割引

30円割引
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